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清流通信　四万十川物語

　SUP（=スタンドアップパドル）
をご存知だろうか。ロングボードの
上でパドルを漕いで楽しむ新しい
ウォータースポーツで、サーフィン
の聖地ハワイで発祥し、ここ数年で
日本でも注目を集めるようになっ
た。もともとは海で波乗りを楽しむ
スポーツとして始まったが、操作が
容易で長距離移動が可能なことか
ら、マングローブ林のクルーズや川
下りのアクティビティとしても取り
入れられている。また、ボードの上
でバランスをとることで体幹が鍛え
られ、自然の中でのリラックス効果
が高いことから SUP ヨガが流行して
いたり、水面を静かに移動できる長
所を活かしてフィッシングにも利用
されており、SUP は多様な分野で楽
しまれている。
　本年４月、四万十に SUP とカヌー
のガイドツアーを提供する新会社
「withRIVER」が立ち上がった。若い

■夏は観光業、冬は林業

新婚夫婦が二人で経営する会社だ。
ご主人の谷吉勇太さん（30）は四万
十市で生まれ育ち、大学時代に留学
を経験。卒業後は英語も話せるカヌー
ガイドとして四万十で活躍していた。
また、奥様の梢さん（27）は東京都
出身で、大学時代に四万十を訪れた
ことがきっかけで移住。現在、自伐
型林業に取り組んでいて、林業女子
として全国から脚光を浴びている。
withRIVER はそんな二人のそれぞれ
の得意分野を活かしながら、夏は観
光業、冬は林業で暮らしていく、言
わば新しい” 半農半 X” への挑戦でも
ある。
　会社名、そして、山が川に反射す
る様子をイメージしたという会社の
ロゴマークからも見て取れるように、
四万十川からの恵を受けて SUP のガ
イドツアーや林業に取り組むことで、
四万十川に恩返しをしていきたいと
二人は考えているそうだ。

　谷吉夫妻とは以前からの知人であ
るが、二人ともとにかくアクティブ
で笑顔のよく似合う夫婦である。勇
太さんも山に入って木を切るし、梢
さんもSUPやカヌーのガイドをする。
それは、パートナーに合わせる為で
はなく、お互いが心から楽しんでそ
うしているのである。withRIVER で
の体験は、ガイドをしてもらうとい
うより、二人の好きな物や景色をた
くさん教えてもらえるという表現の
方がしっくりくる。
　元気で明るい二人に会いにくるお
客様がこれからどんどん増えていく
に違いない。

↑withRIVER のロゴマーク



イベント情報

ヤイロチョウのさえずる四万十の森、カワウソの泳いだ四万十の川で

７月の自然体験キャンプ

ヤイロチョウのダンスと学習会、川辺で生物観察をします。

キャンプファイヤーに BBQ, 野外活動体験も。

皆さんのご参加お待ちしています。

■開催場所　 轟公園、一斗俵沈下橋、トラストの森他

■実施日　    7/30（土）～ 8/1（月）　２泊３日

■参加費　　 大人 10.000 円／子ども 6.000 円（２泊 3 日食費込）

■定員　　　 親子 15 組

■申込先　　（公社）生態系トラスト協会

　　　　　　 電話 .FAX　050-8800-2816（7/23 締切）

■SUPを体験してみた

　今回の取材にあたり、私も経理職員と一緒に半日ツアーを体験して
きた。体験内容は、練習・休憩・１時間程度の川下りである。
　まずは練習ということで、陸上での簡単な講習からスタート。SUP
がどういうスポーツなのか、また使用する道具や操作方法について教
えてもらった。その後、早速ボードを持って川へ向かい、最初は膝を
立てた状態でボードに乗り、辺りを周遊しながら練習を行った。予想
以上に安定感があるのでバランスをとることは比較的容易であった
が、風や波の影響を受けやすいせいか、慣れるまでは思った方向に進
むことができなかった。しかし、それも少しの練習でコツを掴むこと
ができるようになり、次はいよいよボードの上に立ってみることに。
まだ水がひんやり冷たい６月中旬。いろんな恐怖を感じながらの挑戦
であったが、無事に立つことができ、ここで一旦休憩。手作りのクッ
キーや無農薬の小夏、お茶が振る舞われ、会話を楽しみながら一息つ
いた。
　休憩後は、三里の沈下橋から佐田の沈下橋を目指して約２キロの川
下り。追い風が吹いた時は身をまかせて流れてみたり、疲れたらボー
ドの上で寝転んでみたり、水中に飛び込んで涼しんでみたり、岸に見
える植物を見にいったり、カワセミを探してみたり。SUP での川下り
は自由度が高く、またじっくり四万十川とその景観を見て、体で感じ
ることができた。
　今夏、四万十でのレジャーをご検討の方は、是非 SUP にチャレン
ジしてみてほしい。ちなみに、今回私達が体験したのは流れの穏やか
なコースであったが、激流コースもあるそうだ。また、ツアー中に撮
影した写真データはプレゼントしてもらえる。


